
BB

最
近
五
十
年
支
那
学
界

の
回
顧

は

し

が

き

最
近
年
世
紀
に
於
け
る
欧
米
を
中
心
と
す
る
支
部
畢
界

の
組
め
-
-
と
も
云
ふ
べ
き
こ
の
一
文
の
聾
者
'
バ
リ
ー

の
コ
レ
ー
ジ
ュ
･
tfL
･
フ
ヲ
ン
ス
教
授
ア
ン
リ
･
マ
ス
ベ

ロ
氏
に
就
て
は
今
更
改
め
て
詮
明
す
る
必
要
も

あ

る
ま

い
｡
原
文
は
バ
リ
ー
の
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
､
ア
ル
カ
ン
F
ilix

A
Ic

an
と
い
ふ
本
屋
か
ら
出
し
て
ゐ
る
歴
史
評
論
叢
書

B
ibtioth
eque
d
e
ta
R
evue
H
istorique
の
】
冊
'
｢
最

近
五
十
年
間
の
歴
史
と
歴
史
家
｣
H
istoire
et
H
istorie
n
s

d
e
p
u
is
c

in
quante
ans
の
7
節
で
'
同
書
の
五

一
七
頁

よ
-
五
五
九
貢
に
至
る
四
十
三
頁
で
あ
る
｡
こ
の
本
は
五

十
人
に
近
い
単
著
が
夫
々
専
門
の
部
門
を
受
持
っ
て
書
い

て
居
る
も
の
ら
し
い
が
'
そ
の
中
の

｢
支
那
及
び
中
央
亜

細
歪
｣
の
部
を
マ
ス
ベ
ロ
氏
が
揖
嘗
さ
れ
て
居
る
わ
け
で

ア

ン

リ

･

マ

ス

ベ

ロ

内

藤

排

次

郎

内

藤

戊

申

共

等

あ
る
.
こ
の
部
課
は
マ
ス
ベ
ロ
氏
か
ら
亡
父
湖
南
博
士
に

滑
ら
れ
た
故
刷
に
よ
っ
た
も
の
で
'
轟
音
は
こ
の
本
を
持

っ
て
居
な
い
馬
に
そ
の
出
版
さ
れ
た
年
を
知
る
事
が
出
水

な
い
｡
但
し
'
こ
の
本
の
サ
ブ
･
タ
イ
･L
ル
に

｢
]
八
七

六
年
よ
り

一
九
二
六
年
に
至
る
迄
の
歴
史
的
研
究

の
方

法
'
組
織
及
び
成
果
｣
と
あ
る
か
ら

7
九
二
六
年
以
後
間

も
な
-
出
版
さ
れ
た
も
の
に
達
ひ
な
い
.

共
課
者
排
次
郎
畢
士
は
私
の
次
兄
で
'
元
来
支
那
拳
に

通
じ
て
ゐ
る
わ
け
で
も
な
-
'
フ
ラ
ン
ス
語
に
堪
能
な
わ

け
で
も
な
か
っ
た
の
だ
が
'

】
昨
年
瓶
原
に
於
て
父
の
秘

書
を
し
て
ゐ
た
頃
'
父
の
勘
に
よ
っ
て
僅
か
十
日
間
に
フ

ラ
ン
ス
語
の
文
法
を
猫
召
し
て
後
､
直
に
辞
書
と
首
引
き

で
部
課
に
着
手
し
た
の
甘
あ
っ
た
.
そ
の
後
私
が
多
少
の
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お

改
訂
を
加
へ
て
'
原
稿
は
そ
の
年
の
秋
'
父
の
津
浦
前
に

1
先
づ
出
来
上
-
東
洋
拳
報
に
掲
載
す
る
と
い
ふ
話
な
ど

も
あ
っ
た
-
し
た
の
だ
が
'
箕
硯
に
至
ら
ず
し
て
今
日
に

至
っ
た
の
で
あ
る
｡
(
評
者
記
)

欺
薙
巴
の
支
那
聾
者
は
印
度
や
其
他
の
東
洋
諸
園
を
研
究
す

る
歴
史
家
達
よ
-
量
か
に
凄
ま
れ
て
居
る
｡
と
云
ふ
の
は
過
去

数
百
年
釆
支
那
の
畢
者
達
は
歴
史
の
編
纂
'
目
録
の
作
製
'
鮮

書
や
類
書
の
編
等
'
酷
評
に
関
す
る
論
文
や
青
物
の
作
製
'
古

人
の
書
に
封
す
る
批
判
的
著
述
'
碑
銘
の
蒐
集
等
の
仕
事
に
熱

心
に
従
事
し
続
け
て
釆
た
の
で
巳
に
立
沢
に
一
つ
の
輪
廓
が
出

釆
上
っ
て
居
る
か
ら
で
ぁ
る
｡
そ
れ
等
の
莫
大
な
労
作
は
成
程

彼
等
支
那
畢
者
の
研
究
を
容
易
な
ら
し
め
は
し
た
が
'
其
代
-

彼
等
は
長
い
間
そ
れ
等
に
威
堕
さ
れ
て
了
つ
て
'
敢
て
論
議
す

る
こ
と
な
し
に
そ
れ
等
を
受
れ
入
れ
て
居
た
｡
欧
薙
巴
人
が
文

部
の
聾
者
を
批
評
し
反
封
し
始
め
た
の
は
僅
三
二
十
年
乗
の
軍

に
過
ぎ
な
い
o
支
部
人
の
囚
は
れ
た
考
へ
方
か
ら
最
初
に
挽
し

た
の
は

輔
d.
C
havannes
で
あ
っ
て
'
彼
は
支
部
拳
に
西

洋
風
の
言
語
夢
の
方
法
を
適
用
し
た
｡
文
略
々
噂
を
同
じ
う
し

.て
t.4
,

C
onrad
y

は
支
部
人
の
侍
銃
的
な
若
干
の
ー
殊
に
古

代
に
関
す
る
-
見
解
か
ら
離
れ
て
自
由
な
考
へ
を
韓
つ
棟
に
な

-
'
更
に

B
erto
td
L
aufer
氏
は
虞
に
科
挙
的
な
支
部
考
古

拳
を
創
建
し
た
｡
現
在
で
は
欺
薙
巴
人
の
方
法
が
却
っ
て
支
部

人
の
支
部
拳
に
影
響
し
始
め
る
と
い
っ
た
状
態
に
な
-
'
且
そ

の
考
へ
が
急
速
度
に
席
が
る
に
従
ひ
欺
薙
巴
や
登
米
利
加
で
為

さ
れ
た
研
究
と
磁
束
の
畢
者
の
研
究
と
を
切
離
し
て
考
へ
る
事

が
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
釆
て
居
る
｡
そ
れ
に
或
種
の
問
題

(
沸
教
.
美
術
史
等
)
に
関
し
て
は
日
本
の
聾
者
の
著
作
が
最
も

重
要
で
あ
っ
て
'
之
を
等
閑
に
附
す
る
事
は
出
来
な
い
も
の
が

あ
る
｡
だ
か
ら
こ

1

に
は
西
洋
の
聾
者
と
共
に
日
本
や
支
部
の

単
著
の
名
を
も

7
緒
に
奉
げ
る
こ
と
に
す
る
｡
蓋
し
多
-
の
研

究
は
互
に
相
聞
聯
L
t
相
補
っ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
｡

支
部
に
関
す
る
全
般
的
な
参
考
書
の
欧
文
で
書
か
れ
た
も
の

は
非
常
に
少
い
.
支
部
の
識
者
が
支
部
人
の
馬
に
作
っ
た
も
の

が
あ
っ
て
'
之
は
西
洋
人
と
立
場
を
異
に
し
て
は
居
る
が
､
そ

れ
等
を
利
用
す
る
事
は
出
乗
る
｡
其
快
晴
を
補
は
ん
と
し
た
の

が

Sam
uet
C
ou
tin
g
で
'
共
著
｢
支
部
百
科
新
興
｣
E
n
cyclo
t

p
a
ed
ia
S
in
ica.
)9)7
は
あ
ら
ゆ
る
支
部
の
事
物
の
簡
単
な
智

識
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
｡
P
.W

ieg
er
の
｢
支
那
語
話
法
及
文

髄
の
初
歩
｣
集

R
u
dim
e
n
ts
d
e
p
artcr
etd

e

style
chin
oiS,
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BL

)2
vol,.
)8
96
･

98
些
言
語
'
歴
史
'
宗
教
'
野
草
､
文
革
'

停
詮
等
の
見
地
よ
-
せ
る
ー
即
ち
港
外
布
教
師
用
の
-
支
部
の

社
食
の
虞
に
系
統
的
な
百
科
新
興
と
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
｡

但
し
其
材
料
が
其
書
の
結
構
を
壊
し
て
居
っ
て
'
互
に
関
係
の

な
い
数
々
の
提
要
書
に
細
分
さ
れ
て
居
る
嫌
が
あ
る
｡
以
上
の

も
の
よ
-
更
に
古
い
諸
書
は
そ
の
常
時
は
利
用
さ
れ
て
居
た
が

今
日
で
は
最
早
役
に
立
た
な
い
.
然
し
兎
も
角
我
我
は
欧
米
人

の
手
に
成
る
莫
大
な
量
の
.支
部
に
閲
す
る
出
版
物
の
手
引
と
し

て
完
全
な
編
纂
物
を
持
っ
て
居
る
｡
fl
enri
C
crd
ier
の

｢
支

部
書
誌
｣
B
iblioth
eca

Sinica
(第
二
版

一
九
〇
四
年
刊
､
軍

神

一
九
二
二
年
'
索
引
近
刊
)
が
そ
れ
で
あ
る
｡

支
部
文
単
に

関
し
て
は
'
欺
羅
巴
に
も
支
部
に
も
書
誌
拳
的
な
良
い
手
引
葦

が
無
い
.
W
yJie
の

N
otes
o
n
C
hinese
literature.
)86
7

は

一
七
八
二
年
に
完
成
し
た
勅
撰
の
大
書
目
(四
庫
全
書
親
日
)

①

を
軽
便
に
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
｡
叉
桂
氏
の
手
引
書
は
も
う

少
し
詳
し
い
が
央
張
-
便
利
で
あ
る
.

更
に
叉
支
部
の
単
著
の

◎

篤
に
作
ら
れ
た
張
之
洞
の
入
門
書
を
見
れ
ば
最
も
重
要
な
著
書

の
通
行
の
版
本
を
容
易
に
知
る
事
が
出
来
る
｡
科
挙
的
に
作
ら

れ
た
書
目
で
は
唯

一
つ
の
題
目
に
就
い
て
し
か
存
在
し
な
い
｡

そ
れ
は
苗
代
法
の
歴
史
に
就
い
て
で
あ
っ
て

P
eEiot
氏
が
取

扱
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

註①
桂
湖
材

｢
津
籍
解
題
｣

1
九

〇
五
年
刊
O
張
之
洞
｢
書
目
谷
間
｣
一

八
七

五
咋
刊

.

P
eltiot.
N
otes
d
e
b)+bJiogra
ph
ie
ch
inoise.

一
Ⅰ(,
L
e
d
roit
c
hino
is
(支
部
の
法
)
B
.E
.F
.E
.0
..1X
.
128

･

)59
.
所
載
｡

一
般
史
と
し
て
は
'
支
部
文
明
の
起
-
か
ら
今
日
迄
の
諸
事

①

件
の
閲
聯
を
概
説
し
た
も
の
に

C
ord
ier.

B
oulger.
M
ac

G
ow
an
.P
,W
i
eger
の
も
の
が
あ
り
'
叉

H
erbert
G
iles氏

は
著
名
な
人
物
の
侍
記
を
集
め
て
一
つ
の
新
書
と
し
た
｡
此
種

①

の
も
の
は
支

部
及
び
日
本
に
も
あ
る
｡

･
註①

C
ord
ier.
H
isto
ire
g
inerale
d
e
la
C
h
im
e
et
d
e

seS

retations
av
ec

les
pulSSan
CeS
O
CCid
entates
d
ep
u
lS

les
tem
p
s
les
p
lus
anc
i
en
s
Ju
Sq
u
'a
la
ch
ute
de
la

d
y
nastie
m
andc
ho
ue,
(支
那
通
史
及
び
上
古
よ
-
清
末
に
澄

る
支
那
と
西
洋
語
図
と
の
関
係
)
)920-22.

B

ou
tger.
H
istory

ofC
hina,
18
8
丁
8
1,

M
ac
G
ow
an
.
A

H
istory
of
C
hina.from
th
e
earliest

d

ays
to
th
e
present.
)89
7,

W
ieg
er.
T
extes
h
istortques.
)902
･,L
a
C
h
ime.
1928,

丁･.24



B5

G
;le忌.
A

C
h
in
ese
biograp
h
ic
at
d
ictio
nary.
)89
8.

申
開
人
名
大
群
典
､
一
九
二
一
年
刊
｡

①

文
拳
で
は

G
ile
s
氏
の
と

G
rube
の
と
二
つ
の
小
文
畢
史

及
び
大
家
の
詩
文
の
選
集
が
あ
る
｡

宗
教
で
は
儀
式
的
な
罫
茸

を
集
め
た
資
料
と
し
て
特
に
役
に
立
つ

D
e
G
root
の
大
部
な

｢
支
部
の
宗
教
組
織
｣
R
etigi
o
us
Sys
tem
of
C
hina.
)88
2･)

907.
が
あ
-
'
苗
代
及
近
代
の
宗
教
的
感
情
の
分
析
を
試
み
た

者
に

M
.
G
ranet
の

｢
支
部
人
の
宗
教
｣
L
a
reh
g
io
n
d
es

C
h
inois
,
)
9
2
2
･

が
あ
-
'
時
代
の
移
-
に
つ
れ
て
思
想
9
進

化
を
跡
づ
け
た
も
の
に

P
.
W
ieg
er
の
｢
支
部
に
於
け
る
宗
教

的
信
仰
と
哲
拳
的
畢
詮
の
歴
史
｣
1.H
isto
ire
d
e
s
croy
an
ces

relig
ie
uses
et
d
es
o
pln
10
n
S
P

litosophiqu
es
en
C
h
ime.

19)
7･
が
あ
る
.

1
方
日
本
に
於
て
立
派
な
併
教
群
書
即
.Q
価

敏

大
聖

英
二

九

7
四
⊥

七
年
刊
)
及
び
織
田
得
能
'
儒
教
大

尉
典
二

九

7
七
年
刊
)
が
出
版
さ
れ
て
ゐ
る
｡
日
本
人
は
叉
'

漢
文
に
課
さ
れ
た
'
或
は
漢
文
で
書
か
れ
た
俳
書
の
集
成
で
あ

る
大
蔵
経
-
変
名

T
rip
itaka
I

の
立
沢
な
出
版
を
二
つ
馬

て
居
-
'
支
那
人
も
最
近

1
つ
出
版
し
て
ゐ
る
.
支
部
人
は
此

の
外
に
極
-
最
近
道
教
の
書
を
集
め
た
道
蔵
を
再
版
し
た
｡

証①
G
ites,
A
h
istory
o
f
C
hin
ese
literatule.
190);G
em
s

o
f
C
hinese
literatur

e,
)8
S
i.

G
ru
be.
G
eschichte
d

er
ch
in
esischen
L
iteratur.

)
9
0
2
.

支
那
撃
の
最
も
重
要
な
研
究
は
叉
こ
れ
迄
種
々
の
雑
誌
に
於

て
残
さ
れ
て
額
た
し
硯
在
も
零
さ
れ
て
ゐ
る
.
例

へ
ば
東
洋
全

①

鰹
に
閲
し
て
は

Jou
rnal
asiatiqueL
ournal
of
the
R
oy
al

A

siatic
Society､
O
stasiatisc
he
Z
eitSchrift.
M
itteilungen

d
e
臥
Sem
inars
ftir
orie
ntal
]+sche
S
p
rachen
等
の
如
き
も

.の
が
あ
-
'
特
に
極
東
に
関
し
て
は

T

oungIPao
へ
通
報
)

B
u
tieth

de
I.F.cole
franも
se
d.E
xtrかm
e･O
rien
t,
束
浮

草
報
t
C
h
in
a
R
ev
i6W
.

Journal
o
f
th
e
C
h
in
a
tlranch
of

th
e
ro
yal
A
siatic
S
ocie
ty,C
h
inese
record
er
等
の
如
き
も

の
が
あ
る
｡
最
近
囲
畢
季
刊
､
支
部
畢

As

ia
M
ajor
等
の
定

期
刊
行
物
が
創
設
さ
れ
た
事
は
支
部
畢
研
究
の
牽
展
上
慶
賀
す

べ
き
事
で
あ
る
｡

.

註①
此
等
の
難
詰
の
名
は
次
の
様
に
略
し
て
書
-
こ
と
に
す
る
.

J,
as,
こ

,

roy
A
s,
Soc,
;
O
,
Z
,;
M
itt,
Sem
,
or,

25



～96

S
p
r.
･.
T
p
.
･.
B
.E
.F
.E
.0
.;
C
h
.
R
ev
.
I.
).
C
h,
b
r.;

C

h

r
e
c

;

A
LC
.

M
a
j
.

｢

古

代

支
部
古
代
に
関
す
る
吾
人
の
知
識
は
何
よ
り
も

発

づ
所
謂

｢
古
典
｣
に
由
釆
し
て
ゐ
る
｡
今
日
我
々
は
次
の
二
つ
の
良
き
葦

①

本
に
よ
っ
て
そ
れ
等
を
積
む
事
が
出
乗
る
O
一
は
P
･
C
ouvreur

の
も
の
で
'
官
拳
の
俸
銃
を
そ
の
ま
1
組
逃
し
'

一
般
の
単
著

①

に
認
め
ら
れ
た
意
味
を
再
現
し
て
居
-
'
他
は

R
ev･
L
egg
e

の
も
の
で
'
之
は
前
者
に
比
べ
る
と
私
見
を
交
へ
た
解
樺
を
施

し
て
居
る
｡

こ
の
時
代

の
み
の
良
い
歴
史
書
は
無
い
け
れ
ど

.0

.

..I

.

.

@

も

H
irth

の
簡
単
な
概
説
及
び

L
e,
P
･
T
sch
epe
の
諸
侯

に
関
す
る
各
論
は
主
な
る
史
茸
の
手
引
と
し
て
使
ふ
事
が
出
乗

る
0牲①

P
.
S
.
C
o
u
vreur.
L
e
C
h
o
u
king
(書
経

),
)897
;
Le

C
h
eu
kin
g
(
#
&

).)
896
;
S
e
ch
ou.
)eS
q
u
a
t
re
L
ivres

(
四
書

).
)8
9ひ
･,
L
e
T
ch
.ouen
ts.ie
ou
et
le
T

so

tch
ouan
(春
秋
及
左
侍

).
)914,

R

e

vL
.
L
egge.
C
h
in
かSe
c
la
s
s
ic
s,
5

volt,
1
8
6)

-

7

2

(
支
那
古
鵜
概
略

)

◎
F
r
.

H
).rth
.
T
h
e
ancient
h
istory
o
f

C
h
in
a
to
th
e

e
n
d
o
f

th
e
C
h
d
u

(局
)
d
y
n
a
sty
.

)908
,

L
e
P
.
A
,
T
sch
ep
e

は

V
a
ri6
t6
s

sin
o
to
gi
q
ues,n
.

)
0
,
)
89
6
;
n
.
2
2
,

19
0
3

;n
o
27
,

19
0
9
J
n
.･q
2
0
-
3
1
,

49
10
.

に
於
で
英
'
楚
'
秦
'
菅
等
の
国

々
の
歴
史
を
書
い
て
居

る

0

支
部
人
の
も
の
に
せ
よ
外
国
人
の
も
の
に
せ
よ
､
非
常
に
古

い
文
献
は
無
い
の
で
吾
人
は
支
部
の
文
明
の
起
源
に
就
て
は
何

①

等
知
る
事
が
出
禿
な
い
｡
T
er
rien
deLacouperie
が
こ
の

起
源
を
バ
ビ
ロ
ニ
ア
文
明
に
結
び
付
け
ん
と
試
み
て
失
敗
し
て

◎

以
来
'
其
後
支
部
文
明
の
ス
メ
ル
起
漁
詮
を

Ball民
が
唱
へ

た
-
は
し
た
が
'
結
局
支
部
文
明
の
西
方
起
源
詮
は
断
念
さ
れ

③

た
｡
其
賛
辞
地
を
滑
水

へ
駅
西
)
の
流
域
な
-
と
す
る
L
egg
e

の
詮
や
'
そ
の
牽
鮮
地
を
駅
西
よ
-
し
て
束
は
黄
河
の
下
流
､

④

南
は
楊
子
江
に
至
る
地
域
な
-
と
す
る

R
ich
th
ofen
の
詮
も

◎

行
は
れ
な
-
な
っ
た
.
之
に
裁
て

C

onrady
は
山
西
と
河
南

の
境
'
即
ち
黄
河
の
中
流
に
跨
る
地
方
を
唱
へ
出
し
て
居
り
'

㊥H
e
nrri
M
asp
ero

氏
は
支
部
の
植
民
が
牽
人
の
国
々
に
如
何

に
影
響
し
た
か
を
指
摘
し
て
直
寿
の
大
平
原
を
採
っ
た
｡
近
頃

26
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⑦A

ndersson
氏
が
行
っ
た
新
石
器
時
代
の
傾
斜
面
磯
掘
の
結
果

は
北
部
支
部
の
居
住
民
が
今
日
に
至
る
迄
人
類
撃
的
に
殆
ど
轡

化
し
な
か
っ
た
事
'
及
び
有
史
以
前
に
於
て
地
中
海
文
化
の
影

響
が
若
干
あ
っ
た
事
を
示
し
て
居
る
｡

註①
T
erlien
d
c
L

acoup
erie}
W
estern
origi
n
of
th
e

Ch7'neSe
C
ivi

liz
a

tion
.
)

894
,

㊥
C
.
J.
B
alt,
C
h
inese
an
d
S

u
m
erian.
)9)8,

③
L
egge,
C
h.
C
】.
(支
那
古
典
)
序
文
よ
-
第
三
'
五
巻
ま
で
.

④
R
ic
h
h
ofen,
C
h
ina.
I,
p
assim
･

@
C
on
rady
)
C
h
ina
Ct9
10).
P
flugk-H
ar
ttung.s
W
e
F

gesch
ich
te.
所
載
｡

@
H
.M
aspe
ro.
L
es
orjg
in
es
de
ta
cilitisatio
n
ch
inoi･

se.
A
n
n.
d
e
g
dog
r.,
)926.
)85･)54
所
載
.

⑦
J.
G
.
A
n
d
ersso
n
.
S
tone
im
p
lem
en
ts
o
f
n
eo
lith
ic

typ
e
in

C
h
in
a.
(
h
in
a
m
edical
J
ourn
,.
jul
y,
)920

(
A
natom
icat
supp
1.)
併
載
.
T
h
e
cave
d
epo
sit
at.

S
ha
K
u
o
t〉un
.
F

en
gム
}ien
(奉
天
'
沙
鍋
屯
),
G
eo‥og
.

survey
o
f
C

h
in
a,
P
al
eontoJ,
S
in.
i
ca.
serie
s
D
.t
L

.

fasc.
).
)
9
.-7
B
所
載
o
A
n
ea
rty
Ch
in
ese
c
u
l
ture.B
ull.

o
f
gcoT
iOg.
survey
O
f
C
h
in
a.
fasc.
5.
)928
所
載
.

Pretim
inary
rep
ort
O
n

arChaeoto
gi
cat
research
in

K
an
su
(甘
粛
).
M

em
,
g
eo
r
survey
o
f
C
h
ina.
)925.

併
載
｡

A
rne.
P
ai
nted
sto
ne
age
and
p
ottery

fl･Om

th
e

p
ro
vi
nce
o
f
H
o
n
an
(河
南

)}C
h
ina.
P
ateonto7,
S
in
ica.

(.
2.
】9
2
5
所
載
o

B
tack
,Th

e
hu
m
an
sketeton
rem
ain
s
from
th
e
S

ha

kuo
t.u
n
d
ep
o
si-
(沙
鍋
屯
).
伺
上

l,
3
.
)925
併
載
.

か
1

る
太
古
の
歴
史
に
就
て
は
車
5
1
1+
年
程
前
に
1
つ
の

考
古
拳
的
発
見
が
あ
っ
て
そ
の
片
鱗
が
窺

へ
る
棟
に
な
っ
た
o

そ
れ
は
即
ち
西
紀
前
十
二
伸
紀
乃
至
十

1
世
紀
頃
に
常
る
殿
朝

末
期
諸
王
の
頃
の
も
の
と
思
は
れ
る
記
録
の
あ
る
亀
の
甲
で
あ

①

る
｡
其
大
部
分
は
支
部
の
聾
者
羅

振
玉
氏
が
判
讃
し
､
イ
ギ
ガ

◎

ス
の
支
部
単
著

H
op
k
ins

氏
や
支
部
の
王
園
杜
氏
'
日
本
の

後
藤
氏
等
の
聾
者
も
之
に
参
興
し
た
｡
そ
れ
は
つ
ま
り
神
託
の

記
録
で
あ
っ
て
'
亀
甲
や
獣
骨
が
占
に
用
ひ
ら
れ
た

の
で
あ

る
｡
そ
の
上
に
は
王
の
間
や
'
時
と
し
て
は
そ
の
答
が
彫
-
つ

け
ら
れ
て
あ
-
t
か
の
悠
久
な
時
代
の
王
者
の
生
活
の
一
班
を

◎

示
し
て
居
る
｡
丹
羽
氏
は
之
等
に
よ
っ
て
東
部
の
平
原
の
支
部

人
は
股
代
に
は
主
と
し
て
狩
猟
に
従
事
し
牧
畜
及
び
農
業
は
殆

ど
や
ら
な
か
っ
た
事
'
之
に
反
し
て
周
の
所
領
で
あ
る
滑
水
の

流
域
の
支
部
人
は
牧
畜
及
び
農
業
を
主
な
る
生
柴
と
し
て
居
た

27-
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④

事
を
詮
し
得
る
と
考

へ
た
｡
小
島
氏
は
之
を
反
駁
し
た
が
'
そ

の
反
駁
は
尤
も
だ
と
息
は
れ
る
｡

託①
払
d
.
C
h
avah
n
es､
L
a

d
i≦
.n
atio
n

p
ar
r
icait1e

d
e

t

ortu
e

d

am
s
la
h
aut

e
antlq
u
it6
d
.ap
res
u
n

livre

メ

d
e
M
.

L
o
T
ch
en
Iy
u
(羅
握
某
氏
の
書
に
見
え
た
る
'
上
古

に
於
け
る
亀
甲
占
鋸
).
J,
a
s
..
X
.
x
v
ii.
】9
L
t,
)
27･
1
3

7,

併
載
｡

T
ch
an
g

F
ong
(
求

鳳
)
.

R
ech
erch
es
sur

-e∽
os
d
u

H
?
r)an
et
q
u
e!q
u
es
car
actb
r
es
d
e
l
'i
cri
tu
re
anc
ien
n
e

(河
南
の
骨
及
び
古
代
文
字
の
若
干
の
特
徴
に
就
て
の
祈
贋
√

)92
5
,

(

同
書
の
初
の
三
賞
よ
-
九
頁
ま
で
に
竜
那
及
び
政
経
巴
の

立
沢
な
香
誌
を
挙
げ
て
ゐ
る
)

㊤
H
o
p
k
in
s.
P
ictog
rap
h
ic
recon
n
aissan
ces
(象
形
文
字
の

探
究
)J
J.
roy
.
A
s.
S
K
.

)947･2
4
所
載
.
T
h
e
soveI

reig
n
s
o
f
th
e
S
h
ang
d
yn
asty

(商
朝
).
同
上

)
9
)7
.

併
載
.
T
h
e
H
on
an
relics.
同
上

)92),
併
載
Q

◎
丹
羽
正
義
｡
放
周
蚤
命
O
支
部
撃
'
欝
三
番
'
九
月
鍍
t
t
九
二

四
年
'
二
十
七
貢
以
下
所
載
.

④
小
島
紡
馬
.
股
代
の
座
薬
に
就
て
.
同
上
'
第
三
巻
'
十
月
既
'

1
九
二
五
年
｡
併
載
｡

文
節
的
な
文
献
は
さ
う
大
し
て
買
ひ
被
る
簿
に
は
い
か
な
い

の
で
あ
っ
て
'
そ
れ
等
の
文
献
の
慣
値
に
就
て
は
大
い
に
論
議

の
存
す
る
所
で
あ
る
｡
そ
の
最
も
主
な
る
も
の
は
散
文
の
記
録

を
集
め
た
も
の
'
即
ち
書
経
で
あ
る
｡
言
ひ
慣
は
し
に
よ
れ
ば

之
は
最
初
孔
子
が
教
訓
的
立
場
に
よ
っ
て
滞
山
の
中
か
ら
す
籍

を
選
び
出
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
が
'
古
代
に
於
て
既
に
致

命
的
な
喪
失
を
蒙
っ
た
｡
漠
の
時
代
に
'
部
分
的
な
蔑
見
は
別

と
し
て
'
不
完
全
で
は
あ
る
が
纏
っ
た
原
典
が
二
つ
相
噌
い
で

現
ほ
れ
た
｡

一
つ
は
官
拳
に
採
用
せ
ら
れ
'
今

一
つ
は
纂
奪
者

王
葬

(
西
紀
九
-
二
十
二
年
)
の
時
に

1
時
採
用
さ
れ
た
が
間

も
な
-
再
び
棄
て
ら
れ
'
藩
に
は
亡
び
て
了
つ
た
｡
四
世
紀
の

頃
そ
れ
の
怖
書
が
作
ら
れ
た
が
'
降
っ
て
十
八
冊
紀
に
支
部
の

①

畢
者
達
が
そ
の
偽
書
た
る
事
を
宣
告
し
た
.
C

havan
n
es
は
彼

O

等
の
研
究
を
要
約
L
t
叉
最
近

P
ettiot
氏
は
こ
の
間
題
を
再

吟
味
し
て
そ
の
製
作
年
代
を
確
定
し
得
た
｡
結
局
書
経
の
凡
そ

年
分
だ
け
が
贋
物
な
の
で
あ
る
O
然
ら
ば
そ
れ
は

1
鰹
何
時
頃

出
禿
た
も
の
で
あ
ら
う
か
｡
そ
れ
を
知
る
環
に
は
夫
々
起
源
の

の
違
っ
て
ゐ
る
諸
章
を

1
つ

l
つ
研
究
し
な
け
れ

ば

な

る
ま

㊤

い
.
橋

本
氏
は
そ
の
研
究
を
企
て
た
が
成
功
し
な
か
っ
た
.
也

⑨

の
畢
者
達
は
叉
あ
る

1
部
分
に
手
を
着
け
た
.

K
in
g
sm
iJt
は

高
貢
の
中
に
二
つ
の
記
録
が
混
入
し
て
ゐ
る
の
を

判

別

し
た

～--.28-
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④

が
'
そ
の
製
作
年
代
は
別
に
明
か
に
は
な
ら
な
か
っ
た
｡
C
on･

rad
y
は
そ
れ
を
ず
つ
と
古
い
も
の
と
し
て
ゐ
る
が
'

1
方
に

は
叉
あ
る
若
干
の
文
字
が
使
は
れ
て
居
る
こ
と
を
以
て
後
世
の

偽
作
の
許
な
-
と
す
る
停
斯
年
氏
の
如
き
も
あ
る
｡
此
両
極
端

の
間
に
在
っ
て
･
C
havannes
は
そ
れ
を
前
八
世
紀
に
置
い
て

⑤

ゐ
る
｡
倍
叉

L
･
de
Saussure
氏
の
如
-
尭
典
の
一
節
が
紀

元
前
二
十
四
世
紀
迄
潮
る
か
も
知
れ
な
い
と
す
る
人
も
あ
る
｡

㊨内
藤
氏
は
そ
の
纂
集
の
中
の
緒
篤
が
何
れ
も
孔
子
の
単
流
の
影

響
を
視
-
受
け
た
も
の
に
違
ひ
な
い
と
思
は
れ
る
研
か
ら
し
て

そ
れ
ら
の
諸
籍
は
紀
元
前
五
世
紀
よ
り
二
世
紀
に
か
け
て
の
孔

子
畢
派
の
発
展
に
つ
れ
て
順
次
に
一
つ
づ
1
巻
頭
に
附
け
加
へ

ら
れ
て
出
来
上
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考

へ
得
る
と
し
て
居
る
｡

以
上
の
如
き
状
態
で
は
こ
の
書
物
の
歴
史
と
し
て
の
慣
値
如
何

は
殆
ど
分
ら
な
い
と
云
ふ
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
.

事
茸

7
方

⑦

に
は

W
ed
em
eyer
氏
の
如
-
最
古
の
帝
王
達
-
彼
は
尭
及
葬

の
こ
と
を
言
っ
て
ゐ
る
に
蓮
ひ
な
い
の
だ
が
-
を
確
定
的
な
歴

史
人
物
な
-
と
し
て
'
そ
の
事
葛
や
時
代
を
論
ず
る
人
も
あ
り

他
方
に
は

Schin
d
l
er
氏
の
如
-
葬
を

1
つ
の
ト
ー
テ
ム
な
り

㊥

と
考

へ
る
人
や
小
川
氏
の
如
-
高
の
侍
詮
を
研
究
し
た
結
果
､㊥

そ
の
神
話
的
特
徴
を
明
か
把
し
た
人
馬
あ
る
の
で
あ
る
｡

fJ
.

M
asp
ero
氏
は
歴
史
的
事
茸
の
中
に
.
故
意
に
個
装
し
た
若
干

⑩

の
偶
の
停
詮
が
あ
る
事
を
不
し
て
居
-
t

G
ranet
氏
は
偉
詮

夫
自
身
の
形
式
の
中
に
偉
銃
的
な
解
樺
や
観
念
の
聯
合
の
影
響

が
あ
る
と
し
て
ゐ
る
｡

要
す
る
に
侍
統
主
義
的
な
傾
向
は
次
第
に
そ
の
地
盤
を
失
っ

て
'
次
の
様
な
事
が
漸
-
明
か
に
な
-
つ
1

あ
る
の
で
あ
る
｡

即
ち
支
部
の
古
代
史
は
比
較
的
新
し
い
時
代
に
於
て
形
成
さ
れ

た

7
つ
の
標
系
に
従
っ
て
作
-
改
め
ら
れ
た
の
だ
.

そ
の
時
代

⑪

を
ば

H
al.un
氏
は
紀
元
前
五
世
紀
か
ら
三
世
紀
ま
で
の
間
の

戦
国
時
代
と
す
る
事
を
捉
議
し
て
ゐ
る
.
且
叉
こ
の
時
代
の
著

作
は
そ
れ
以
前
の
長
い
期
間
の
類
似
.の
著
作
を
集
大
成
し
た
jg

の
で
あ
っ
た
ら
う
こ
と
は
見
易
い
所
で
あ
る
｡

註①
C

havannes､
M
6m
.
h
ist

.
,

t
･

Ⅰ

.I
n
tro
d
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C
X
r
ll･

C
X
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X
V
I.

P
e
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L
e

C
h
o
u

k
in
g

en
c
a
ra
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a

n
c
ien
s
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le
C
han
g

c
ho
u

ch
e
w
e
n

(古
文
倍
音
と
何
事
樺
文
)㌔

M
im
,

c

oncem
,
).A
sie
o
rie
nt.こ
こ
9
16
.
)
柑
5
･

)
77
.

併
載
｡

㊥
橋
本
増
吉
'
専
紐
の
研
究
｡
東
洋
撃
報
.
1
九

1
ニ
ー
四
年
併
載
O

@
T

h
Ki

n
g
smi
tl,
T

h
e
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re
of
th
e
Y
u
R

ung
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重
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載
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C
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L
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S
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Le
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astro
n
o
m
iqu
e
d
u
Ya
o

tien
(尭
典
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R
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･
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L
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S
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載
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L
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C
hin
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A
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d
e
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S
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P
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N
atur
.
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)949
･20
併
載
｡
U
ne
in
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o
latio
n
d
u

C
h
e

ki
(史
弘
の
証

)､
J.
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C
C
V
I.
1926
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2
6
･5･8
9
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所
載
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◎
内
藤
虎
次
郎
O

倍
音
編
次

考
.
支
那
撃

'
第

一
替
'

一
九
二
1
年
'

四
九
五
-
五

二
ハ
貢
(
日
本
語
)

⑦
W
e
d
e
m
eyer.
S
ch
aup
taze
und
V
orga
n
g
e
d
e
r
a
ltc
h
i･

nesisc
h
en
G
esch
ich
te,
As
.
M
aj..
Prel,
V
o
t,
4
6
3
以

下
所
載
｡

⑨
小
川
琢
招
｡
支
那
上
古
の
天
地
開
聞
と
洪
水
の
停
詑
O
蛮
文
t

1

九

三

1i年
併
載
.

④
H
.

M
asp
ero.
L
i
g
e
nd
e
s
m
ytho
lo
gi
ques
d
a
n
s
le

C
h
ou
king
(書
経
に
見
ゆ
る
紳
話
的
侍
詑

),
J.
as･,
cll､

)91
)4.
1･
)00
所
載
.

@
M
,
G
ranet.
D
anses
et
16gendes
d
e
.
ta
C
h
im
e
an
t

C
1'e
nne
(
舌
代
支
部
の
舞
踏
と
侍
詮

),
1926
.

@
G
.
H
a
l(Ju
n
.
D
ie
R
e
k
o
nstruktion

d

c

r
c
h
ines山sc
h
en

U
rg
esch
ich
te
durch
d
ie
C
h
inesen
,
Jap
an,
deut

sch
e

Zeitschr,
ftir

W
;ssensc
h
.
u
n
d
T
e

ch
nik.
I
l暮,
)925.

併
載
｡

最
初
の
年
代
記
は
紀
元
前
七
二
二
-
四
八
〇
年
の
魯
公
の
そ

れ
で
あ
る
｡
即
ち
春
秋
で
あ
っ
て
孔
子
の
作
と
さ
れ
て
ゐ
る
｡

此
書
の
盲
さ
に
関
し
て
は
曾
て
論
試
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
が
'

そ
ん
な
事
は
無
味
乾
燥
な
こ
と
で
あ
-
'
殆
ど
興
味
の
な
い
事

な
の
で
あ
る
｡
之
に
反
し
て
'
そ
の
侍
銃
的
な
註
樺
で
あ
る
左

侍
に
関
し
て
は
'
劉
逢
橡
が
十
九
倣
紀
の
初
め
に
そ
れ
が
西
暦

一
世
紀
末
の
偽
作
で
あ
る
革
を
詮
明
し
や
う
と
し
た
｡
こ
の
詮

は
革
初
は
殆
ど
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
が
'

一
八
九
八
年
に
於

け
る
改
革
沢
文
単
音
の
小
圏
鰹
の
首
額
で
あ
っ
た
康
有
馬
が
特

に
政
策
的
な
理
由
か
ら
之
を
採
用
し
た
の
で
近
年
に
な
っ
て
再

び
浮
び
上
-
'
支
部
の
少
放
言
語
草
沢
に
よ
っ
て
認
容
さ
れ
る

①

に
至
っ
た
｡

日
本
で
は
飯
島
民
が
暦
日
と
天
文
の
み
に
開
す
る

◎

論
濠
か
ら
此
詮
を
支
持
す
る
こ
と
に
努
め
た
O
最
近

F
r
anck
e

民
は
欧
羅
巴
に
此
詮
を
紹
介
し
た
が
'
こ
ち
ら
で
は
飴
-
味
方

を
得
な
か
っ
た
.
大
部
分
の
聾
者
は
左
侍
が
或
る
一
定
の
古
さ

③

を
持
つ
も
の
で
あ
る
事
は
認
め
て
居
-
t
L
,
de
S
aussure
の

如
き
は
そ
の
中
の
占
屋
術
の
逸
話
が
略
々
西
紀
前
三
七
五
年
迄

滴
る
と
云
ふ
事
を
謹
明
し
た
.
そ
の
書
中
に
後
世
の
事
件
に
紺

30



3L

す
る
預
言
が
あ
る
の
で
と
か
-
人
は
そ
の
製
作
年
代
を
四
世
紀

と
三
世
紀
の
問
に
置
き
た
が
る
の
で
あ
る
が
､
之
に
は
後
か
ら

の
寛
人
の
あ
る
JJ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
.
意
見
が
か
-
の

如
-
慣
々
な
-
と
す
れ
ば
そ
れ
は
こ
の
垂

が
二
つ
の
別
の
著
作

の
混
済
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
｡
二
つ
と
云

ふ
の
は
'

7
つ
は
春
秋
の
典
畦
の
甚
だ
怪
し
い
註
樺
で
'
今

1

つ
は
漠
代
に
始
め
て
春
秋
の
註
樺
と
し
て
採
用
さ
れ
た
が
'
元

来
は
春
秋
と
は
無
関
係
な

一
つ
の
歴
史
的
著
作
と
で
あ
る
｡
判

断
の
相
違
は
結
局
注
意
が
ど
ち
ら
に
向
け
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て

起
る
の
で
あ
る
.
然
し
乍
ら
左
侍
が
苗
代
政
倉
を
知
る
馬
の
第

1
流
の
資
料
た
る
こ
と
に
は
畢
諭
を
挟
む
飴
地
が
無
い
.
か
1

る
資
料
的
見
地
か
ら
す
る
な
ら
ば
'
左
俸
よ
-
少
し
新
し
い
書

で
あ
る
国
語
を
附
加

へ
て
置
-
必
要
が
あ
ら
う
｡
JJ
の
書
は
支

部
で
も
欺
洲
で
も
雷
然
惹
-
べ
き
注
意
を
之
ま
で
惹
か
な
か
つ

④

た
.
H
a
rteZ
の
-
だ
ら
な
い
抄
課
は
あ
る
が
'
こ
れ
で
は
充
分

内
容
が
分
ら
な
い
｡

註①
飯
島
忠
夫
.
藻
代
の
暦
法
よ
-
見
た
る
左
侍
の
慣
作
o
東
洋
撃
報
O

第
二
巻
'
二
八
-
五
七
貢
'

一
八

一-

二
一〇
貫
所
載
｡

@
S
tud
ien
zu

rGesch
ich
te
d
es
ko
nfuzian
isc
h
en
D
og･

m
en
u
nd
d
e
r

c
h
in

esisc
h
en
S
t
a
a
t
s
r

eiigion
‥

d
a

s

P

roblem
d

es
T
sch
.u
n･ts.iu
u
nd
T
u
ng
T
s
ch
ung-

sc
h
u

.s
T
sch
.un
J
s'iu
fan
lu
(孔
子
の
教
義
並
に
支
部

の

闘
敦
の
歴
史
の
併
発

｡
春
秋
の
問
題

と
葦
伸
餅
の
春
秋
繁
藤
)
I

)92
0
.

③
L
,
d
e
S
au
ssure.
L
es
origines
de
I.ast
r

onom
ie

c
h
in
o
ise
.
T

p.
)9
14.
645･69
6
所
載
O

④
C
.
d
e
H

arteZ.
K
o
u
e
･y
ロ

(
飼
語

).
最
初
の
部
分
は
J
.

as.

IX
,

ll
(1

8
93
)
,

8
78･4
)9
;
tlI(
1894
).
5
･9)
･.
第
二
の

部
分
は

1

89
5
.

併
載
O

吾
人
は
不
幸
に
し
て
封
唾
配
合
の
末
期
に
雷
る
戦
国
時
代

(
前
四
'
三
世
紀
)
に
封
し
て
は
史
料
的
慣
値
あ
る
何
等
の
著
述

を
も
持
っ
て
ゐ
な
い
0
常
時
に
在
つ
て
は
流
詮
が
虞
茸
の
歴
史

物
語
と
し
て
適
っ
た
も
の
で
あ
-
'
硯
に
戦
国
策
は
そ
れ
等
の

①

物
語
の
中
か
ら
長
い
文
章
を
引
用
し
て
ゐ

る

.

叉
そ
れ
等
の

中

で
部
分
的
に
獲
っ
た

7
つ

(
穆
天
子
停
)
は
そ
れ
を
聯
課
し
た

㊤E
ite
l
や

C
havan
nes
及
び

L
.
d
e
S
au
ssure
に
よ
っ
て
研

究
さ
れ
た
が
'
併
し
彼
等
は
そ
れ
に
あ
-
も
し
な
い
歴
史
的
憤

値
を
附
興
し
た
の
で
あ
っ
た
.
(
歴
史
的
な
)事
件
の
順
序
は
魂

の
園
の
小
年
代
記
な
る
竹
書
紀
年
に
書
か
れ
て
居
る
｡

(

此
書

③

の
原
本
は
竹
粟
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
)
B
iot
と

Le
gge
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の
葦
が
あ
る
｡
こ
の
竹
書
紀
年
は
西
紀
前
三
世
紀
の
初
め
に
基

の
中
に
入
れ
ら
れ
'
西
紀
二
八

一
年
に
再
び
蔑
見
さ
れ
た
が
五
'

六
世
紀
闇
に
不
幸
に
も
多
-
の
攻
撃
が
加
へ
ら
れ
た
o
こ
の
書

④

の
虞
茸
性
に
就
て
は
大
い
に
論
議
さ
れ
た
が
､
C
havannes正

之
が
贋
物
な
る
事
を
認
め
た
｡
神
話
拳
及
び
民
俗
挙
上
重
要
な

◎

地
理
拳
的
小
篇
た
る
山
海
経
に
裁
て
は

小川
氏
が
探
-
探
究
す

㊥

る
と
こ
ろ
あ
-
､
叉

L
au
fer
氏
は
そ
の
中
の
或
る
侍
詮
を
希

晩
の
俸
説
と
比
較
研
究
し
た
.
古
代
支
郭
に
封
す
る
外
部
か
ら

⑦

の
影
響
'
特
に
印
度
の
影
響
の
問
題
に
つ
い
て
は

C
onrady

及
び
飯
島
氏
が
そ
の
荒
筋
を
書
い
て
ゐ
る
｡

託①
H
.
M

asp
ero,L
e
R
o
m
an
de
S
o
u
T
s.in
(蘇
秦
の
物
語
).

帆
tu
d
e
s
asia
tiques
pubtii
e
s

a

t.o
cca
sio
n

d
u

25e

an
n
iversa
ire
d
e
I.f
cote
fran
g
a
ise
d
.E
xtre
m
e-O
rien
t.

)925.
I
).
427
･

)42
併
載
Q

◎
E
ite
I.

T

h
e
M
uh
t}1en
tsze
c
hw
e
n
(穆
天
子
倖
).
C
h

R
e
v,
X

V
I
I
.
2
2
8
･2
40
.

247-
2
5
8
,
併
載

｡

C
havan
nes､
M
im
,h
i
stor,
V
.
A
pp.
(
Ⅰ.
所
載
o

L
,
de
Saussure.L
e
voy
a
ge
du
ro
i
M

ou
au
T
ur･

kestan
(穆
王
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
鹿
行
).
J
.

as.
)920.
)5r

t56,
L
a
re
ta
tio
n
d
e
s
vo
y
a
g
e
s
d
u
ro
i
M
o
u

(埴
王
の

鷹
狩
記

).同
上

2
9
2
1
,
A9
4
7
･2
8
0
.
併
載

.
T
he
catend
ar
of

th
e
M
uh
t.len
tsz
c
huen
(趨
天
子
侍
の
暦
日

),
N
ew

C
h
.
R
ev..】920.5
)3･5
1
6,併
載
o
L
e

v
o
y
ag
e

du
roi

M
o
u
eこ
.hyp
o
th
b
se
d
'f
d
.
C
h
a
v
an
nes
(
穆
王
の
版
行

･U
C
havann
es
の
恨
聾

､
T
p
..2920虫
.
)
9
空

所
載
O

③
払
d
.
B
io
t.
T

ch
ou
ch
ou
ki
n
ien
ou
tab
tettes
c
hron
千

10g
iq
ues
d
u
tivre
icrit
su
r
b
am
bo
u

(竹
書
紀
年

'或
は

竹
上
に
書
か
れ
た
年
代
表
書
の
望

,J
.
as..
ⅠⅠⅠ､
xii
(
1
8
4
)
)
.

5
3
7
･5
7
3
;
X

iii
(
1
8
4
2
)
.
3
8)
ム
3
].
併
載
｡

L
egge,T
h
e
A
nnal
s
o
f
t
h
e
B

am
boc,b
o
o

ks,Ch
･C
),,

tlI.
Zntrod
.
併
載

.

④
C
h
avannes､
M

6
m
.
h
ist.､
V
.
A
pp
.
Ⅰ
.
I

◎
小
川
琢
拍
O
山
海
経
編
目
諭
.
峯
文
'

一
九

二

年
'

八
九
九

～

九
四
二
貫
'

1
三
六
三
-

1
三
七

7
貫
等
に
併
載
｡

@

L
aufer.E
t
h
no
graphisc
he
S
ag
e
n
d
e
r

C
h
inesen
(支

部
<
の
人
挿
撃
的
侍
詮
),
F
estschrift
fur
K
u
h
n.
)
9
9
･

2
J

O
.

所
載
.

⑦
C
o
n
rad
y
.
h
d
is
cher
E
in
flu
ss
in

C
h
ina
im
4
J
a
h
rh
.

V
.
C
h
r
.

(
西
暦
四
世
紀
に
於
け
る
支
那
に
封
す
る
印
度

の
影
響
)

Z
e
;
tsch
r.deutschIm
orgen].
G
ese
llsc
h
aft､
)906,
38
p5

･8
5)
併

載
.

飯
島
忠
夫
｡

支
那
の
上
代
に
於
け
る
希
臓
文
化
の
影
響
と
儒
教
藤

典
の
完
成
.
東
件
撃
報
.･
一
九
二
一
年

(
大
成
十
年
〓

-
六
八
'

32-
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.
1
八
三
ト
二
四
二
､
三
五
五
-
四

C
)四
貢
所
載
.

文
聾
｡
人
も
知
る
如
-
:)
単
著
が
主
と
し
て
従
事
し
た
の
は

事
茸
の
再
現
そ
の
も
の
よ
-
も
寧
ろ
歴
史
的
材
料
の
批
判
的
研

究
で
あ
る
.
茸
際
'
苗
代
の
政
治
も
よ
-
は
分
ら
な
い
が
'
文

革
の
歴
史
と
き
て
は
更
に
1
屠
混
沌
と
し
て
居
っ
て
'
殆
ど
い

づ
れ
の
文
献
も
そ
の
確
か
な
年
代
が
分
ら
な
い
有
様
で
あ
る
｡

①Conon
Yond
er
G
ab
etentz
は
諸
々
の
著
者
の
用
語
の
中
に

年
代
拳
的
榛
準
が
あ
る
と
考
へ
'
そ
の
見
地
に
立
っ
て
戴
つ
か

の
文
拳
的
時
期
を
決
定
し
'
之
を
彼
は
前
古
典
期
､
古
典
期
､

後
古
典
期
と
呼
ん
だ
｡
然
し
彼
の
分
類
の
原
理
そ
の
も
の
に
侍

議
論
の
飴
地
が
あ
る
｡
即
ち
諸
々
の
著
者
の
言
葉
の
相
違
は
'

年
代
の
差
と
い
ふ
よ
-
は
寧
ろ
'
希
職
に
於
て
方
言
が
そ
の
特

徴
に
よ
っ
て
幾
つ
か
の
部
類
に
分
た
れ
た
の
と
似
た
様
な
事
か

ら
起
っ
た
も
の
1
枝
に
思
は
れ
る
｡
我
々
は
只
各
々
の
著
作
を

直
接
に
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
の
み
文
拳
の
年
代
的
要
素
を

抽
き
出
す
こ
と
が
出
乗
る
だ
ら
う
｡
然
し
こ
の
仕
事
は
殆
ど
全

然
手
を
着
け
ら
れ
て
居
な
い
.

註①
C
hinesische
G
rarrm

tik.
1887.

現
存
す
る
苗
代
文
拳
の
中
'
詩
は
'
共
起
瀕
及
び
年
代
の
種

趨
異
っ
た
詩
h
.集
め
た
詩
経

(
古
典
の
こ

と
'
三
世
紀
の
大

詩
人
屈
原
と
に
よ
っ
て
殆
ど
代
表
さ
れ
毒
し
て
居
る
｡
屈
原
の

①

作
品
の
1
部
分
は
嘗
て
P
f
JeZ
m
aier
に
よ
っ
て
課
さ
れ
'
そ
の

㊥

最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
離
騒
は
更
に

d.H
ervey
de
Sain
T

D
enys
に
よ
JC
h､
次
で

Le
gge
に
よ
り
.課
さ
れ
'
叉
屈
原
の

③

弟
子
の
7
人
で
あ
る
宋
玉
の
7
第
は
E

rkes氏
に
よ
っ
て
朝
鐸

さ
れ
た
｡
然
し
最
も
主
な
る
場
所
を
占
め
る
も
の
は
野
草
的
傾

向
の
あ
る
散
文
で
あ
っ
て
'
そ
の
多
趣
多
様
の
議
論
と
拳
誼
と

は
数
多
の
部
課
に
よ
っ
て
容
易
に
知
る
事
が
出
来
る
.
孔
子
は

何
の
著
書
を
も
遺
さ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
'
彼
の
談
議
は
弟
子

等
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
.
同
様
に
彼
の

単
流
の
重
要
垂

示

著
･
大
讐

中
庸
も
警

れ
て
ゐ
る
.
@
D
vo=ak
が
孔
子
の
教

義
に
関
す
る
研
究
の
根
本
的
要
素
を
抽
指
し
た
の
は
之
等
の
昔

か
ら
で
あ
る
｡
孔
子
の
門
弟
の
中
で
最
も
有
名
な
者
の
拳
詮
'

即
ち
孟
子

(
亦
古
典
の
こ

は
人
の
性
は
尊
な
-
と
云
ふ
原
理

の
上
に
築
か
れ
て
居
り
'
こ
れ
よ
-
少
し
後
れ
て
正
反
封
の
意

見
を
主
張
し
た
も
の
が
苛
子
で
あ
る
.
有
子
は
P
･

W
ieg
er
に

①

よ
っ
て
分
析
研
究
さ
れ
､
そ
の
二
つ
の
主
な
章
の
1
は

Le
gg
e

◎

に
よ
り
'
他
は

D
uyvand
ak
民
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
.
か
-
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の
如
-
孔
子
単
流
の
著
作
に
関
す
る
智
故
に
封
し
て
は
殆
ど
欠

く
る
研
が
な
い
0
叉
之
と
反
封
畢
涯
た
る
墨
子
-
こ
の
書
は
少

①

し
前
か
ら
支
部
人
の
興
味
を
特
に
惹
い
て
居
-
'
梁
啓
超
氏
は

之
に
封
し
て
二
つ
の
重
要
な
研
究
を
残
し
て
居
る
I
の
事
に
就

て
も
織
-
毒
さ
れ
て
居
る
｡
師
(
墨
子
)
と
そ
の
弟
子
達
の
著
述

を
等
め
た
も
の
が

F
ork
e
氏
に
よ
っ
て
完
全
に
課
さ
れ
て
ゐ

⑦

る

｡Forke氏と
F
ran
ck
e
氏
と
は
叉
各
々
紀
元
前
四
世
紀
及

び
三
世
紀
に
支
部
に
輩
出
⊥
た
読
軒
家
に
閲
す
る
論
文
を
書
い

て
居
る
.
そ
れ
か
ら
三
世
紀
に
於
け
る
法
家
の
畢
浜
を
最
も
よ

く
代
表
し
て
ゐ
る
所
の
'
韓
非
子
と
稀
す
る
長
篇
は
大
部

分

㊨Zvanov
氏
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
｡

之
等
の
倫
理
的
畢
涯
及
び

政
治
的
畢
涯
以
外
の
形
而
上
拳
的
単
流
は
よ
-
少
数
で
あ
っ
て

そ
の
最
も
古
い
も
の
は
易
経
の
侍
を
作
っ
た
著
者
達
の
単
流
で

あ
る
ら
し
い
｡
こ
れ
は
占
術
の
本
で
あ
っ
て
'
数
回
に
亘
っ
て

㊥

⑩

聯
課
さ
れ
た
が
'

い
つ
も
出
来
が
大
挙
悪
い
.

T
e
rri

en
d
e

L
acouperie
は
易
経
の
中
に
1
つ
の
字
引
と
非
常
に
古
い
詩
語

の
集
少
と
を
牽
見
し
た
と
云
ふ
が
'
之
は
根
操
の
無
い
暇
詮
で

⑪

あ
る
｡
両
も
最
近

Haas氏
は
復
之
に
手
を
着
け
出
し
た
｡

易

経
の
形
而
上
拳
的
な
侍
は
孔
子
の
作
と
さ
れ
て
居
る
が
之
が
道

家
の
理
絵
の
出
畿
鮎
と
し
て
役
立
っ
た
株
に
思
は
れ
る
の
で
あ

⑩

る
.

道
家
の
三
書
'
老
子
'
荘
子
'
列
子
は
課
さ
れ
て
居
る
L
t

⑩

(
老
子
の
書
の
虞
燭
は

H
erbelt
G
J.Ies
氏
に
よ
っ
て
論
ぜ
ら

れ
た
が
別
に
疑
は
し
い
も
の
と
は
思
は
れ
な
い
.
尤
も
こ
の
本

些
言
ひ
侍
へ
ら
れ
て
ゐ
る
程
古
い
も
の
で
は
な
い
が
｡
)
叉
道
家

の
教
義
に
裁
て
は
'
そ
の
形
而
上
単
的
敦
街
の
研
究
に
も
劣
ら

芸
､,

⑭

チ
モ
の
神
秘
的
な
行
の
研
究
も
よ
-
究
め
ら
れ
て
居
る
｡
思
想

の
歴
史
新

木
氏
に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
た
が
少
晶

相
的
で
･

⑯

且
襲
な
所
が
無
い
と
は
云
へ
な
い
O

次
で

Tucci氏
も
亦
之

呈

塞

け
た
が
･
之
誓

良

心
的
で
あ
-
,
更
に
脚
適
氏

は
新
し
い
方
法
で
之
を
取
扱
っ
た
.

即
ち
彼
は
主
な
る
教
義
か

ら
そ
の
論
理
濃
系
を
抽
き
出
す
事
に
骨
折
っ
た
の
で
あ
っ
て
'

此
鮎
に
於
て
彼
は
'
支
部
の
論
理
撃
の
歴
史
の
あ
る
1
両
の
輪

⑯

廓
を
明
か
に
し
た

M
asson
･O
urset
氏
や
'
墨
子
の
論
法
の

⑯

研
究
に
従
事
し
た

H
･
M
asper･
氏
と
軌
を

1
に
す
る
も
の
で

あ
る
｡
要
す
る
に
今
日
に
於
て
は
'
苗
代
支
那
の
思
想
の
諸
種

の
様
式
を
織
る
に
充
分
な
材
料
は
存
在
し
て
居
る
｡

然
し
'
若

し
そ
の
牽
展
の
跡
を
辿
る
の
は
未
だ
困
難
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
'
そ
れ
は
確
か
な
年
代
翠
的
な
日
榛
を
炊
い
て
ゐ
る
こ
と
に

よ
る
の
で
あ
る
｡

陛
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載
'
及
び

L
a
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o
n
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i

o
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･

fu
c
6en
n
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n
o
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d
e
togi
q
u
e
c
h
ino
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e
p
rか
b
o
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d
･

d
h
iq
ue(儒
教
の
諭
詮
'
傭
敦
以
前
の
支
部
の
静
理
撃
に
就
て
),

R

ev.
h
+st.
d
e
s
retig
..
)9)8,
48
-54
.
併
載
.

⑳
H
.
M
as
pe
ro
.･N
otes
sur
la
lo
gi
q
u
e
d
e
M
o･tseu
(墨

子
論
理
拳
考
).
T
p
..
)927
,

)よ
4
.
併
載
｡

融
禽
と
宗
教
｡
古
代
の
社
食
及
び
宗
教
の
研
究
が
虞
の
意
味

に
於
て
企
て
ら
れ
て
か
ら
未
だ
僅
か
数
年
に
し
か
な
ら
な
い
｡

①

第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
は

C
h
a≦
n
n
es
で
あ
っ
て
'
封
建

的
生
活
の
大
な
る
祭
式
で
あ
る
一
つ
の
土
地
の
両
の
祭
式
に
関

す
る
彼
の
論
文
が
そ
れ
で
あ
る
｡
そ
れ
か
ら
少

し
後

に
'

①C
o
nrad
y
は
'
先
づ
'
侍
詮
や
典
薩
の
研
究
に
よ
っ
て
最
も
古

い
状
態
の
支
部
の
配
合
を
再
現
せ
ん
と
試
み
た
｡
然
し
之
等
の

③

問
題
に
就
て
我
々
が
虞
に
明
か
に
理
解
し
始
め
た
の
は

Granet

氏
の
重
要
な
る
研
究
が
出
て
か
ら
の
事
で
あ
る
｡
彼
は
貴
族
の

典
鰻
と

一
般
俗
衆
の
風
習
と
の
封
立
の
あ
.つ
た
事
'
就
中
結
婚

に
紺
し
て
そ
れ
が
著
し
か
っ
た
事
を
明
か
に
L
t
叉
現
在
の
南

部
支
部
の
あ
る
野
蟹
人
間
に
若
者
達
の
大
集
合
な
る
も
の
が
あ

-
'そ
の
集
合
は
若
い
男
女
の
結
婚
･を
以
て
終
る
の
で
あ
る
が
'

そ
れ
に
似
た
事
が
昔
あ
っ
た
事
を
も
明
か
に
し
た
｡
更
に
彼
は

苗
代
以
来
公
の
宗
教
が
除
か
ん
と
努
め
た

一
聯
の
事
茸
の
重
要

性
を
強
調
し
'
叉
古
代
の
宗
教
生
活
の
確
か
な
様
相
を
も
明
か

に
し
た
O
か
-

て'
此
等
の
事
茸
に
関
す
る
研
究
は
金
-

1
新

④

せ
ら
れ
た
｡
同
時
に
t

Quistorp氏
は
畢
校
と
原
始
的
な
｢
青

36-i
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⑤

年
の
家
｣
と
の
密
接
な
関
係
を
開
明
し
た
L
t
叉

絵
本
氏
は
苗

代
宗
教
の
中
か
ら
r･L
I
デ
ミ
ズ
ム
の
痕
跡
を
分
析

し
た
o

⑥Schihdler氏
は
苗
代
の
聖
職
者
に
関
す
る
興
味
あ
る
研
究
を

企
て
た
.
但
し
彼
の

｢
最
高
茸
を
｣
品

tres
sup
re
m
es｡
に

開
す
る
詮

に
は
議
論
の
飴
地
が
あ
る
｡

最
後
に
'
公
の
宗
教
の

⑦

仝
鰭
が

G
lube
に
よ
っ
て
要
約
さ
れ
た
.
こ
の
公
の
宗
教
の

特
徴
は
二

方
に
於
て
三
縫
針

課
の
結
空

室

厭
が
管

㊥

易
-
な
っ
た
事
と
'
他
方
t
L
aufer
氏
が
苗
代
の
玉
に
関
す

る
研
究
に
よ
っ
て
祭
超
に
於
け
る
重
要
な
附
属
物

(
玉
等
を
指

す
)
一に
裁
て
の
考
に
し
っ
か
-
し
た
基
礎
を
輿

へ
て
呉
れ
た
事

と
の
篤
に
'

7
厚
明
確
に
洩
っ
た
わ
け
で
あ
る
.
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